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平成21年度　施政方針平成21年度　施政方針平成21年度　施政方針平成21年度　施政方針平成21年度　施政方針
　平成２１年度は、仙北市のさらなる飛躍を目
指し、総合計画に掲げる施策や行財政改革を
着実に実行するよう努めながら、職員一丸とな
って、市民の視点に立った効率的かつ効果的な
行財政運営に取り組みます。

◇ 政策の基本方針 ◇

◇ 重点事業と予算案の概要 ◇

◇ 各部等の事業の概要 ◇

【総務部】
〔行政改革の推進〕

　平成２１年度予算一般会計予算の総額は、１８２億５
千４百万円で、昨年度と比較して０．６％、１億１千７百万
円の増となっています。
　歳入は、市税が景気減速により所得の伸びが期待でき
ないことや、評価替えの影響による固定資産税の減、入
湯客数の減少等により平成２０年度より１億４千５８万８
千円下回ります。

　「行政改革大綱」に掲げた各種施策の着実な実行と、
行政改革懇談会等の市民の意見を取り入れ、効率的な市
政の運営に努めます。また、行政評価システムについて
は、計画、実施、評価、改善というマネジメントサイクルの確
立と職員の意識改革を図るために引き続き実施をし、本市
に即した評価システムの構築に取り組みます。
　市有財産の有効活用については、「市有財産等利活用
検討委員会」で検討を行いながら、財産の適正な管理と利
活用に取り組みます。指定管理者制度については、管理
業務の事業評価を実施し、施設の適正な管理指導に努
め、制度活用の推進をします。

〔重点プロジェクトの推進〕
　定住対策については、定住希望者を対象としたモニター
ツアーの実施やふるさとサポーターの活用、首都圏での移
住相談会開催など、全国への情報発信をさらに強化します。
　産業連携については、首都圏アンテナショップを通じ
て、首都圏での学校給食参入や、都市農村交流の拡大等
を進めます。

　定住人口３万人の確保と交流人口１千万人を目

標とした重点プロジェクトを進めるため、ここに暮ら

す人たち訪れる人たちがお互いの交流を深め、心

身を癒すことのできるまちづくりを市民と協働の中

で進めます。

　市の基幹産業である農林業復興への取り組み

を強力に推進するとともに、木質バイオマスエネル

ギーの導入など、地域資源を最大限に活用した産

業成長を目指します。

　限られた行財政資源のもとで、ますます高度化・

多様化する住民のニーズに適切に対処し、継続し

て行政改革に取り組むとともに、行政評価システム

や指定管理者制度の導入、老人福祉施設の民営

化、定員管理の適正化などの取り組み状況を、市

民等にわかりやすい方法で公表するよう努めます。

　二つの市立病院を始めとする医療体制のあり方

について、「市立病院等改革推進計画」に基づき、

目標の達成に向け取り組みます。
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　普通交付税は、平成２０年度交付決定額より４％減の７
６億円、臨時財政対策債は、４７％増の７億５千万円で
す。財政調整基金繰入金については、昨年度より１億４千
２百万円減の７億３千８百万円の見込みとなっています。
　歳出の主な事業は、神代小学校建設事業費７億９千４
百７０万４千円、木質バイオマス施設建設事業費６億６
千３百２５万円、地方道路整備臨時交付金事業費３億５
万円、市道整備事業費１億７千８百１０万円、市営住宅
建設事業費９千９百７４万５千円、角館統合小学校建設
事業費８千４百９０万４千円、桧木内地区中山間地域総
合整備事業費６千８百７０万円等です。
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【市民福祉部】
〔交通安全・防犯対策〕

〔生活環境整備〕

　交通安全対策については、高齢者や、子供の事故防
止、飲酒運転の撲滅を最重点に、交通事故による犠牲者
を出さないよう関係機関と協力し「交通事故ゼロの街」を
目指します。
　防犯対策については、通学路の安全・安心のため、学
校や家庭、防犯関係団体の巡回等により、犯罪の未然防
止に努め、自主防犯組織の育成応援をします。

　自然環境保護のため、全市をあげてのクリーンアップ
や、市民との協力による環境美化活動、不法投棄監視パ
トロールを継続し、「みんなで作ろう！ごみゼロの街」を目指
します。地球温暖化対策については、「地球温暖化対策
実行計画」を策定し対応します。

〔国民健康保険〕

　昨年度行われた、国民健康保険制度改革の制度定着
とＰＲに努めます。
　医療内容の充実と高度医療化は、医療費の増額にも
直結していますが、国民健康保険の相互扶助の原点によ
るとともに、被保険者負担が最小限に抑えられるよう努力
していきます。

〔消防・防災〕
　平成２０年４月より一本化された仙北市消防団の更な
る活動推進と体制整備に努めます。
　防災については、災害時の行動マニュアルを策定し、
各種災害に対する初動体制の確立を図るとともに、資機
材や災害用備蓄品を充実させ、災害時応援協定の推進
を努めるほか、桧木内川、玉川のハザードマップを全戸配
布し、市民の防災意識の高揚に努めます。

〔保健事業〕
　妊婦健診について、平成２２年度までの間、国庫補助
（１／２）と地方財政措置（１／２）により無料健診を１４回
に拡充いたします。
　大腸がん予防事業については、国立がんセンター、昭和
大学横浜市北部病院の指導のもと、市立角館総合病院
等と共同で、平成２１年度より本格的に実施いたします。

〔老人福祉施設等〕
　４月から特別養護老人ホーム「たざわこ清眺苑」が民営
化され、社会福祉法人県南ふくし会の運営になります。
　また、平成２３年４月を目標に、養護老人ホーム「角館寿
楽荘」及び特別養護老人ホーム「かくのだて桜苑」を一括
して社会福祉法人へ移譲する方向で、民営化を進めます。

〔高齢者福祉〕
　新年度より要援護高齢者のみの非課税世帯に、火災
報知器を設置する「高齢者見守り事業」を関係機関協力
のもと進めます。

〔障害者福祉〕
　「仙北市障害福祉計画」に添った、障害福祉サービス
の利用を進めるとともに、障がい者が「地域で暮らすこと」
「自ら収入を得ること」に視点をおいた相談支援の充実に
努めます。

〔児童福祉〕
　児童手当等経済的支援をはじめ、子育て支援センタ
ー、一時保育、３歳未満児保育等を継続するとともに、平
成２２年～２６年度の５ヶ年を計画年次とする「次世代育
成支援行動計画（後期計画）」を策定し子育て支援を推
進します。

〔秋田内陸縦貫鉄道の運行〕

〔情報通信関連事業〕
　平成２１年１月２３日、角館、田沢湖、西木のデジタル
放送中継局が開局し、地上デジタルテレビ放送が受診
可能となりました。こうした動向を踏まえ、山間部等による
難視聴地域解消のため共聴施設のデジタル化への移
行を推進します。
　また、携帯電話の不通話地帯の解消や高速大容量回
線網ヘのアクセスが課題となっており、平成２１年度は、
上桧木内戸沢地区において携帯電話等エリア整備事
業を導入し、基地局施設の整備を図ります。

　昨年９月９日に北秋田市・仙北市・秋田県との間で、平
成２４年度まで再生のための努力を継続することで同意
し、今後は、老朽化した橋やトンネル、線路や車両の改修
などが必要とされていることから、北秋田市とともに「秋田
内陸地域公共交通連携協議会」を設置し、「地域公共交
通総合連携計画」策定により、国の支援制度を活用しな
がら鉄道事業の再生を目指します。
　さらに、「秋田内陸沿線地域ふるさと教育推進事業」を
とおして、仙北市内の小中学生が内陸線を利用し、公共
交通の役割学習とともに、内陸線への乗車機会の創出を
します。

　テンミリオン計画については、乗合タクシーによる観光二
次アクセス調査事業のほか、新たな観光資源の発掘や観
光モデルコースの開設等を進めます。また、ふるさとサポー
ターの協力のもと、県内外での観光ＰＲや大学等の合宿
誘致を進めます。


